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時系列解析

時と共に変動する偶然量の観測値の系列を時系列とい

い、数学的にはこの系列を 1つの確率過程（確率変数
の族）の実現したものとみなします。確率過程の統計解

析を時系列解析といい、通常の統計学の議論は主に独

立標本に対する議論ですが、時系列解析は過去、現在、

未来の系列が互いに従属している（影響しあっている）

状況での統計解析です。したがって、より一般的な設定

のもとでの統計解析の議論とみなせます。近年、時系列

解析は、自然科学、工学、経済学、金融、生物医学など

の多方面に応用されています。

金融時系列解析

最近、金融分野にあらわれる時系列解析の需要が高まっ

て来ています。次の図は JR東海の株価収益率をプロッ
トしたものです。
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金融時系列のリターン Xt のプロット

次の図は、それぞれ、Xt と X2
t の系列相関関数のプロッ

トです。
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Xt の系列相関のプロット X2
t の系列相関のプロットfXtg )無相関 fXtg )相関あり

これらの図より金融時系列は (i)非正規、(ii) 非独立、(iii )非線形であることが見えます。これら 3条件を満た
すモデルとして� ARCH Model:

Xt =vuuta0+ q

∑
j=1

a jX2
t� j �ut

� GARCH Model:

Xt =pht �ut ; ht = a0+ q

∑
j=1

a jX
2
t� j + p

∑
j=1

b jht� j� CHARN Model:

XXX t = FFFθ (XXX t�1; : : : ;XXX t�p)+HHHθ (XXX t�1; : : : ;XXX t�q)uuut

等が提案されています。

最適推測論

上記のモデルは、データから推測されなければならな

いのですが、当研究室では局所漸近正規性 (LAN)に基
づいた最適推測論を構築しており、CHARNモデル等の
種々のモデルでの最適推測論に貢献して来ました。

統計的金融工学

最適な推測モデルが得られると種々の応用に使えます。

例えば(i) 最適なポートフォリオ構成(ii) 金融時系列のバリュー・アト・リスク問題(iii ) より精密な分布の近似を用いたオプション(iv) 株価のクラスタリング問題� データは以下の東京証券取引所の 13社の日毎の株価
の対数差を用います。

1:HITACHI 2:MATSUSHITA 3:SHARP 4:SONY
5:DENSO 6:KYOCERA 7:NISSAN 8:TOYOTA
9:HONDA 10:CANON 11:NTT 12:KDDI 13:NTTDO-
COMO.� 各株式間の距離を以下の測度で測るとして

D̃H( f̂ j; f̂k) = 1
4π

Z 1

0

Z π�π
H̃

 
f̂ j(u;λ )
f̂k(u;λ )!dλdu:

これによるクラスタリングの樹形図は以下となります。
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それぞれの枝の高さが、各クラスター間の距離を表し

ている。
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